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聖書のことば

三上　梓

　わたしたちが働くキリスト教学校は、聖書を土
台・柱とする教育事業体です。
　「わたしは既に世に勝っている。」（ヨハネによ
る福音書16章33節）これは、聖書に記されたイエ
ス・キリストの印象深い言葉の１つです。
　西南学院を設立した宣教師Ｃ.Ｋ.ドージャー
は、学院設立10年にあたり刊行されたニュースレ
ターに以下の言葉を寄せました。
　「人間社会の大部分は、その欲望を満たすこと
を求めている。われわれは、その水準よりも高い
ところで生きなければならない。若き諸君、この
世を引き上げよ。この世が諸君をそのレベルにま
で引き下げることを許すな。」（1926年3月）
　わたしたちは、この3月に東日本大震災から10
年の区切りを迎えました。改めて痛切に感じま
す。私たちが生きる世（世界、世間、世俗）は、
なんと忘却、あきらめ、悲壮感に満ちており、そ
れらによって不安、分断、絶望の中に引き込ま
れ、呑み込まれてしまうのか。そんな世の中に生
徒たちを派遣し、送り出すのがわたしたちの教育
の業です。

　「世に勝つ」とは、忘却と分断の世界にあっ
て、忘れずに心に刻む生き方を目指すということ
です。「世に勝つ」とは、奪われ、失われた命を
大切に覚えながら、死は死で終わらない復活の主
イエスを見上げるということです。「世に勝つ」
とは、社会的・心理的距離を取り、自分ファース
トで閉鎖的な態度でいることを余儀なくされる社
会にあって、他者と関わり、困窮の中にある人達
のことを覚え、祈り、つながり続けることです。
　「あの日私たちは、波に飲み込まれていく人々
の手を掴み取って救うことができなかった。だか
ら今度は、社会から分断されてゆく人々の手を握
り締めて、離さないで。みんながもっと自分を、
他人を愛せる世界を願っています。」（会津学鳳高
校　平子七海さんの文章。2021年3月11日に公表
された福島県の宣言より）
　全国の同盟校で大切な働きを担われる皆さまお
一人おひとりの今年度の歩みが、復活の主イエス
・キリストにある希望と慰めの中にありますよう
に祈ります。
� 〈西南学院中学校・高等学校宗教主任〉

世にあって、
� 世に勝って進む
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一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
21
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
〜
22
年
３
月
30
日

・
受
講
開
始
＝
４
月
16
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
８
年
の
春
の
こ
と
で

あ
る
。
私
の
娘
が
、
６
年
間
お

世
話
に
な
っ
た
、
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
学
校
を
卒
業
し
た
。
娘
の

ク
ラ
ス
に
は
、
車
い
す
で
通
学

し
て
い
た
Ｍ
君
が
い
た
。
彼

は
、
娘
と
は
吹
奏
楽
部
の
仲
間

で
も
あ
り
、
吹
部
の
マ
ー
チ
ン

グ
な
ど
も
車
い
す
で
し
っ
か
り

参
加
し
、
沖
縄
の
修
学
旅
行
も

満
喫
し
た
。
そ
ん
な
Ｍ
君
は
高

２
の
秋
に
、
新
た
に
白
血
病
に

冒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
れ
以
来
、
Ｍ
君
は

放
射
線
治
療
や
抗
が
ん
剤
治
療

の
た
め
、
学
校
に
は
ほ
と
ん
ど

来
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
卒
業
式
の
日
を
迎
え

た
。
ク
ラ
ス
や
吹
部
の
み
ん
な

も
、
Ｍ
君
と
一
緒
の
卒
業
式
を

望
ん
で
い
た
が
、
体
育
館
で
彼

の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
卒
業
式
が
終

わ
っ
た
直
後
、
娘
の
教
室
に
、

同
級
生
や
吹
部
の
仲
間
た
ち
が

急
遽
集
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
上
に
乗
っ

た
Ｍ
君
が
、
ご
両
親
、
お
姉
さ

ん
と
一
緒
に
い
た
。
校
長
先
生

や
他
の
先
生
た
ち
も
集
ま
っ

て
、「
Ｍ
君
の
た
め
の
卒
業

式
」
が
行
わ
れ
た
の
だ
。
そ
こ

に
い
た
、
同
級
生
た
ち
も
、
先

生
た
ち
も
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
も
皆
、
号
泣
し
た
。

　

Ｍ
君
は
、
そ
れ
か
ら
４
ヶ
月

経
っ
た
７
月
に
天
に
召
さ
れ

た
。
翌
年
、
私
の
一
番
下
の
息

子
が
、
姉
と
同
じ
中
学
に
入
学

し
た
。
息
子
が
も
ら
っ
て
き

た
、
あ
る
先
生
の
自
己
紹
介
に

は
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て

い
た
。

　

「
昨
年
の
高
校
卒
業
式
、
特

に
３
Ｂ
の
教
室
で
の
一
人
の
生

徒
の
た
め
の
卒
業
式
は
、
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ

り
、
教
員
に
な
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
学
校
が
、「
一
人
の
生

徒
の
た
め
に
」
と
い
う
願
い
で

満
た
さ
れ
た
学
び
舎
で
あ
る
こ

と
に
、
感
動
を
覚
え
た
。

　

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
使

命
」
と
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、

た
だ
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
や

学
生
に
、「
あ
な
た
の
存
在
こ

そ
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と
が
伝

え
ら
れ
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、「
あ
な
た
の
存
在
が

大
切
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

あ
な
た
の
隣
人
を
大
切
に
し
な

さ
い
」
と
い
う
福
音
が
伝
え
ら

れ
れ
ば
、
き
っ
と
十
分
な
の

だ
。
主
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
を
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も

の
よ
う
に
、
抱
き
し
め
て
く
だ

さ
る
。
そ
の
時
に
、
私
た
ち

は
、
私
た
ち
が
、
私
が
、
主
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
を
体
で
知
る
。
私

た
ち
は
、
命
が
け
で
私
た
ち
を

抱
き
し
め
て
離
さ
な
い
神
の
愛

を
知
り
、
そ
し
て
隣
人
を
命
が

け
で
愛
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
こ
と
を
、
児
童
、
生

徒
、
学
生
た
ち
に
伝
え
た
い
。

あ
な
た
は
、
無
条
件
に
愛
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。

そ
し
て
あ
な
た
も
行
っ
て
同
じ

よ
う
に
、
隣
人
を
無
条
件
に
愛

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と

い
う
こ
と
を
。
こ
れ
こ
そ
が
、

私
た
ち
の
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
使
命
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

〈
立
教
大
学
総
長
、
教
育
同
盟

理
事
長
〉

西 原 廉 太

一人の生徒のための
卒　業　式

　

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
第
１
０
９

回
（
２
０
２
１
年
度
）
定
時

総
会
が
６
月
４
日
（
金
）・

５
日
（
土
）、
大
阪
市
阿
倍

野
区
昭
和
町
の
学
校
法
人
桃

山
学
院
聖
テ
モ
テ
館
（
桃
山

学
院
大
学
あ
べ
の
Ｂ
Ｄ
Ｌ

〈
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
〉）
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）。

今
回
も
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
前
回
同
様
に
来
場
１

０
０
名
以
内
（
各
加
盟
学
校

法
人
よ
り
１
名
、
可
能
な
ら

議
決
権
行
使
書
、
委
任
状
使

用
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者

４
０
０
名
対
応
と
す
る
。

　

主
な
議
題
は
、
２
０
２
０

年
度
事
業
報
告
並
び
に
計
算

書
類
の
承
認
及
び
監
査
報

告
、
２
０
２
１
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
報
告
、
欠
員
理

事
の
選
任
、
公
益
目
的
支
出

計
画
（
助
成
）
に
関
す
る
報

告
、
教
員
免
許
状
更
新
講
習

講
座
に
関
す
る
報
告
、
地
区

提
出
議
案
な
ど
で
あ
る
。

　

第
１
日
（
６
月
４
日
）
の

午
後
は
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
講
演
Ⅰ
「
い
の
ち
の
教

育
」（
桃
山
学
院
中
学
校
高

等
学
校
養
護
教
諭
・
湯
川
敦

代
氏
）、
講
演
Ⅱ
「
創
造
力

・
実
践
力
を
高
め
る
教
育
の

推
進
―
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン

学
部
の
取
り
組
み
―
」（
桃

山
学
院
大
学
学
長
・
牧
野
丹

奈
子
氏
）
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
る
。

　

教
育
同
盟
事
務
局
よ
り
す

で
に
４
月
１
日
付
け
で
加
盟

各
法
人
理
事
長
宛
に
開
催
要

項
等
を
送
付
済
み
で
あ
る
。

会
場
出
席
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
の
申
込
締
切
は
４
月
23

日
（
金
）。
開
催
要
項
は
教

育
同
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

（「
教
職
員
の
方
」
→
「
同

盟
事
務
局
」
→
「
総
会
」）。

（
会
場
校
紹
介
）

桃
山
学
院

　

１
８
８
４
年
、
英
国
聖
公

会
宣
教
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ

た
Ｃ
．
Ｆ
．
ワ
レ
ン
師
ら
に

よ
り
、
大
阪
川
口
外
国
人
居

留
地
内
の
教
会
に
開
設
さ
れ

た
男
子
校
が
は
じ
ま
り
。
１

８
９
５
年
高
等
英
学
校
を
桃

山
学
院
に
改
称
、
１
９
０
２

年
桃
山
中
学
校
開
校
。
１
９

４
８
年
新
制
桃
山
高
等
学
校

（
翌
年
、
桃
山
学
院
高
等
学

校
に
改
称
）
発
足
。
１
９
５

加
盟
校
動
静

　

平
松
一
夫
氏
（
関
西
学
院

理
事
長
）

　

20
年
12
月
２
日
逝
去
、
73

歳
。
関
西
学
院
葬
が
３
月
28

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
兵
庫
県
西
宮
市
の
関
西
学

院
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央

講
堂
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

９
年
桃
山
学
院
大
学
開
学
。

自
由
と
愛
を
尊
ぶ
キ
リ
ス
ト

教
精
神
を
尊
重
し
、
活
発
な

国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
学
院
章
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
「
ア
ン
デ
レ
・
ク

ロ
ス
」
は
、
イ
エ
ス
の
教
え

を
守
り
通
し
て
殉
教
し
た
ア

ン
デ
レ
の
偉
大
な
る
生
涯
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
桃
山
学
院
教

育
大
学
開
学
、
２
０
２
０
年

昭
和
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
桃
山

学
院
聖
テ
モ
テ
館
完
成
、
桃

山
学
院
大
学
あ
べ
の
Ｂ
Ｄ
Ｌ

（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
）
を
開
設
し
、
２
０
２
１

年
４
月
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン

学
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

科
を
設
置
。

会場の聖テモテ館全景
（手前の９階建ビル型校舎）

あべのＢＤＬ（ビジネスデザインラボ）は
４階から９階に設置

第
109
回
定
時
総
会（
６
月
４
日
・
５
日

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

）

桃
山
学
院
聖
テ
モ
テ
館
で
開
催

●�

Ｊ
．Ｃ
．ク
ラ
ー
ク
博
士

和
泉
短
期
大
学

　

学
校
法
人
ク
ラ
ー
ク
学
園
（
現
在
の

学
校
法
人
和
泉
短
期
大
学
）
の
名
称
の

由
来
と
な
っ
た
Ｊ
．
Ｃ
．
ク
ラ
ー
ク
博

士
は
、
米
国
の
財
団
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｃ

Ｆ
）
を
創
設
し
、
世
界
各
国
で
児
童
福

祉
事
業
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
方
で

す
。
敗
戦
直
後
の
日
本
の
困
窮
児
を
救

済
す
る
た
め
、
Ｇ
．
Ｅ
．
バ
ッ
ト
博

士
、
Ｖ
．
Ｊ
．
ミ
ル
ス
博
士
と
共
に
社

会
福
祉
法
人
・
基
督
教
児
童
福
祉
会
を

設
立
し
、
全
国
の
養
護
施
設
の
助
成
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

１
９
５
６
年
、
福
祉
施
設
従
事
者
の

資
質
の
向
上
を
目
的
に
、
基
督
教
児
童

福
祉
会
は
、
福
祉
従
事
者
の
現
任
訓
練

機
関
・
バ
ッ
ト
博
士
記
念
養
成
所
を
東

京
都
世
田
谷
区
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
本
学
の
前
身
で
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
中
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

一
員
と
し
て
従
軍
し
た
ク
ラ
ー
ク
博
士

は
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
心
動
か
さ
れ
、
献
身
を
決
意
し

ま
す
。
そ
の
後
、
長
年
に
わ
た
り
難
民

救
済
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
１
９
３
８
年
８
月
の
あ
る
日
、
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
の
宣
教
師
ネ
ー
グ
ル
博
士

と
ば
っ
た
り
床
屋
の
前
で
出
く
わ
し
ま

す
。
日
中
戦
争
の
惨
禍
の
中
に
置
か
れ

た
困
窮
児
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
孤
児
院
を
開
設
し
た
ば
か
り
の
宣

教
師
に
「
君
は
25
年
間
も
募
金
の
仕
事

を
や
っ
て
き
て
い
る
。
ど
う
だ
ね
、
な

ん
と
か
や
っ
て
み
な
い
か
ね
」
と
の
問

い
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
答
え
ま
し
た

「
よ
ろ
し
い
、
私
は
や
る
よ
」
と
。
９

年
後
、
日
本
へ
の
援
助
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ー
ク
博
士
の
口
癖
は
「
面
倒
な

こ
と
に
な
る
が
、
と
に
か
く
乗
り
出
そ

う
、
神
様
を
信
頼
し
て
」
で
し
た
。
彼

の
行
動
力
の
源
は
神
へ
の
信
仰
、
そ
し

て
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
愛
と
情
熱
で
し
た
。

�

西
田
恵
一
郎

〈
前
和
泉
短
期
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
・
教

授
〉

聖テモテ館 桃山学院聖アンデレ礼拝堂

Ｊ
．
Ｃ
．
ク
ラ
ー
ク

和泉クラーク・ホール外観
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公
　
募

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
１
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
３
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　

４
月
５
日
（
月
）
募
集
開
始

　

６
月
12
日
（
土
）
締
め
切
り

　

７
月
６
日
（
火
）
助
成
先
発
表

＜行事予定＞（一部オンライン変更の可能性あり）
６／4～５　第109回定時総会
� （桃山学院大学あべのBDL、オンライン併用）
　　19　　　第66回東日本小学校教職員協議会
� （関東学院六浦小学校）
７／17　　　第65回事務職員夏期学校（オンライン）
８／3～５　第８回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　９～10　第６回全国災害支援連絡会議
� （日本聖公会仙台基督教会・　　　　　　　
� 南三陸研修センターいりやど）
　　14～17　教員リフレッシュ合宿（奈良県洞川温泉）
　　17～19　第54回全国聖書科研究集会（鎮西学院高校）
　　24　　　第７回全国事務局長・事務長会議（東北学院）
　　25～26　第11回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　27　　　第８回大学新任教員研修会（オンライン）

全国・関東地区災害支援連絡会議
臨時研修会 �「新型コロナウイルス感染症
　　　　　　　（COVID-19）への対応について」
２月20日㈯　立教女学院聖マリア礼拝堂で開催（オンライン併用）

　

２
月
20
日
（
土
）
に
全
国

・
関
東
地
区
災
害
支
援
連
絡

会
議
主
催
で
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
︱
19
）
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
臨
時
研
修

会
を
立
教
女
学
院
聖
マ
リ
ア

礼
拝
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
会
場

で
の
参
加
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
を
利
用
し
た
視
聴
で
の
参

加
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

事
前
申
込
が
１
０
１
名
に
の

ぼ
り
、
当
日
の
会
場
参
加
を

含
め
る
と
１
３
０
名
以
上
の

学
校
関
係
者
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は

政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

が
継
続
さ
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ

禍
が
学
校
教
育
に
も
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ま
ず
最
前
線
の
医
療
分

野
や
最
先
端
の
研
究
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の

現
場
の
声
を
聞
い
て
み
た
い

と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

楠
山
眞
里
子
氏
（
東
洋
英

和
女
学
院
高
等
部
部
長
）
の

総
合
司
会
の
も
と
、
会
場
校

の
佐
野
新
生
氏
（
立
教
女
学

院
小
学
校
校
長
）
の
挨
拶
、

磯
貝
曉
成
氏
（
横
浜
英
和
学

院
学
院
長
）
の
開
会
祈
祷
、

吉
田
太
郎
氏
（
立
教
女
学
院

小
学
校
教
頭
、
教
育
同
盟
全

国
災
害
支
援
連
絡
会
議
委
員

長
）
の
挨
拶
の
後
、
第
一
部

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
応
し
た
内
容
で
前
田
賢

次
先
生
（
国
立
国
際
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
は
ウ
イ

ル
ス
学
的
基
礎
に
つ
い
て
、

忽
那
賢
志
先
生
（
国
立
国
際

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）
か
ら

は
臨
床
的
基
礎
に
つ
い
て
、

若
林
健
二
先
生
（
東
京
医
科

歯
科
大
学
）
か
ら
は
病
院
で

の
対
応
の
実
際
に
つ
い
て
、

武
内
寛
明
先
生
（
東
京
医
科

歯
科
大
学
）
か
ら
は
市
中
流

行
株
の
遷
移
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
４
名
の
先
生
と

参
加
者
（
会
場
お
よ
び
ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
磨

き
の
時
の
注
意
点
か
ら
修
学

旅
行
に
行
く
際
の
注
意
点
な

ど
教
育
現
場
で
か
か
え
て
い

る
具
体
的
な
不
安
や
、
学
校

行
事
（
課
外
活
動
や
行
事
）

に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
、

コ
ロ
ナ
陽
性
者
へ
の
学
校
の

対
応
ま
で
様
々
な
質
問
が
あ

り
、
各
先
生
方
か
ら
丁
寧
な

説
明
と
対
応
方
法
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
見
通
し
と
収

束
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る

の
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

に
向
け
て
も
４
名
の
先
生
に

よ
る
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
研
修
会
で
は

我
々
学
校
教
育
を
担
う
教
職

員
だ
け
で
な
く
、
全
国
民
が

ウ
イ
ル
ス
を
正
し
く
恐
れ
冷

静
に
対
応
し
て
い
け
ば
必
ず

克
服
で
き
る
も
の
で
あ
る
と

の
発
言
が
随
所
に
あ
り
、
最

先
端
で
研
究
活
動
さ
れ
て
い

る
先
生
方
の
知
見
を
実
際
お

聞
き
し
て
良
か
っ
た
と
い
う

意
義
の
大
き
い
研
修
会
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予

防
接
種
が
医
療
関
係
者
に
開

始
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
試

み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
様
々
な
研
究
分
野
や
医
療

現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

生
方
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
感
じ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

　

全
国
・
関
東
地
区
災
害
支

援
連
絡
会
議
で
は
自
然
災
害

に
限
ら
ず
、
今
回
の
よ
う
な

未
曽
有
の
出
来
事
に
も
備

え
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
間
の

情
報
共
有
や
支
援
・
結
束
に

役
立
つ
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
場
提
供
お
よ
び
研
修
会

進
行
に
つ
き
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
立
教
女

学
院
関
係
者
の
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

安
藤
弘
敏

〈
青
山
学
院
総
務
部
安
全
対

策
課
、
教
育
同
盟
全
国
災
害

支
援
連
絡
会
議
委
員
〉

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
で
は
、
キ
リ
ス
ト
数
学
校

教
育
を
広
く
振
興
す
る
た
め

の
諸
事
業
、
教
職
員
の
資
質

向
上
の
た
め
の
諸
事
業
を
活

性
化
さ
せ
る
目
的
で
、
個
人

ま
た
は
団
体
を
助
成
す
る
制

度
を
２
０
１
６
年
度
よ
り
開

始
し
、
多
く
の
個
人
や
団
体

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
予
算
枠
は
毎
年
３
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
同
盟
関
係
の
研
修

会
等
多
く
の
活
動
が
中
止
等

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
実
質
の

支
出
は
予
算
枠
の
約
14
％
に

と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

２
０
２
１
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
沈
静

化
し
な
い
限
り
、
２
０
２
０

年
度
と
同
様
に
研
修
会
等
が

開
け
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
２
０
２
１
年
度
も

予
算
枠
３
０
０
万
円
で
募
集

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
制
度
に
つ
い
て
簡
単

に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

助
成
対
象
の
分
野
は
、

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

連
絡
会
議
出
席
助
成　

（
２
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
調
査
研
究
助
成　

（
３
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

講
演
会
開
催
助
成　

（
４
）
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
の
振
興
助
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

応
募
締
め
切
り
は
６
月
12

日
（
土
）
で
す
。
応
募
さ
れ

た
申
請
事
項
に
つ
き
ま
し
て

は
、
選
考
委
員
会
で
精
査
し

決
定
し
ま
す
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
の
主
な

基
準
は
、
①
研
究
領
域
が
教

育
同
盟
加
盟
校
全
体
に
還
元

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

②
小
規
模
校
で
研
究
費
等
に

苦
慮
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

研
修
会
参
加
費
の
負
担
に
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を

優
先
し
て
い
ま
す
。
同
じ
法

人
か
ら
の
重
複
は
な
る
べ
く

避
け
る
よ
う
に
選
考
し
て
い

ま
す
。

　

選
考
の
結
果
は
７
月
６
日

（
火
）
に
助
成
対
象
者
、
助

成
内
容
を
同
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

な
お
助
成
対
象
と
な
っ
た
個

人
や
団
体
は
、
助
成
事
業
終

了
後
、
成
果
や
結
果
、
お
よ

び
会
計
報
告
を
教
育
同
盟
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
助
成
金
は
、
法
人
・

学
校
を
通
し
て
の
申
請
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
（
助
成
の
目

的
や
応
募
方
法
、
留
意
事
項

等
）
の
詳
細
は
、
同
盟
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま

す
。
今
年
度
も
多
く
の
応
募

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

�

坂
田
雅
雄

〈
横
浜
共
立
学
園
理
事
長
、

教
育
同
盟
助
成
選
考
委
員

長
〉

　

広
報
委
員
会
か
ら
、
新
年

度
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
新

任
教
職
員
の
方
々
に
「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

次
々
に
創
立
し
、
日
本
の
教

育
の
重
要
な
柱
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
８
９
９

（
明
治
32
）
年
に
発
令
さ
れ

た
文
部
省
訓
令
第
12
号
は
、

学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
を

禁
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は

存
立
を
脅
か
さ
れ
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

教
育
を
続
け
る
場
合
は
、

「
各
種
学
校
」
扱
い
と
な

り
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
や

徴
兵
猶
予
の
特
権
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
況
に
対
し

て
、
１
９
１
０
年
キ
リ
ス
ト

教
男
子
学
校
10
数
校
が
「
基

督
教
教
育
同
盟
会
」
を
組
織

し
、
13
年
に
は
、
20
数
校
の

女
子
校
が
「
女
子
基
督
教
教

育
会
」
を
組
織
し
、
22
年
、

こ
の
２
つ
の
会
が
合
同
し
て

「
基
督
教
教
育
同
盟
会
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
設
立
し

た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
は
、
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
が
情
報
交
換
や
協
力
関

係
を
結
び
、
互
い
に
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
向
上
を
目
指

し
、
加
盟
校
に
共
通
す
る
問

題
を
共
有
す
る
（
教
職
員
の

研
修
）
こ
と
を
目
的
に
置
く

組
織
と
し
て
、
２
０
２
０
年

に
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

２
０
１
４
年
10
月
15
日
付

け
で
、
こ
れ
ま
で
の
任
意
団

体
か
ら
、
そ
の
使
命
と
責
任

を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
」
に
移
行

し
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
６

月
12
・
13
日
に
聖
隷
学
園
で

開
催
さ
れ
た
第
１
０
３
回
定

時
総
会
に
お
い
て
、
一
般
社

団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
と
一
般
財
団
法
人
キ

リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
維

持
財
団
が
合
併
し
、
新
た
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
」
と
し
て

出
発
し
ま
し
た
。

加
盟
校
＝
１
０
２
学
校
法
人

（
２
０
２
１
年
４
月
現
在
。

児
童
学
生
生
徒
数
約
34
万
２

千
人
、
教
職
員
数
約
４
万

人
）（
１
面
地
図
参
照
）

決
議
機
関
＝
定
時
総
会
（
例

年
１
回
６
月
開
催
）
お
よ
び

理
事
会

地
区
協
議
会
＝
東
北
・
北
海

道
地
区
、
関
東
地
区
、
関
西

地
区
、
西
南
地
区
。
地
区
協

議
会
は
各
地
区
代
表
理
事
の

も
と
、
地
区
協
議
会
総
会
を

開
催

主
な
全
国
的
活
動

①
定
時
総
会
（
６
月
開
催
）

②
学
校
代
表
者
協
議
会
（
11

月
開
催
）

③
教
育
研
究
委
員
会
（
大
学

部
会
、
中
高
部
会
、
小
学
部

会
、
聖
書
科
部
会
、
事
務
職

員
部
会
、
教
職
員
後
継
者
養

成
部
会
）

④
広
報
委
員
会
︱
同
盟
機
関

紙
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
」
発
行
（
年
10
回
）、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

⑤
新
規
継
続
事
業
︱
全
国
災

害
支
援
連
絡
会
議
、
教
育
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
員
免
許

状
更
新
講
習
、
学
内
教
職
員

研
修
会
講
師
派
遣
制
度
、
中

小
規
模
学
校
法
人
の
連
携
協

力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑥
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振

興
助
成

⑦
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇

談
会
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
連
合
会
と
共
同
で
講
演
会

等
を
開
催
）

⑧
教
職
員
就
職
支
援

　

な
お
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
に
つ
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
是
非
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い（「
本

同
盟
に
つ
い
て
」「
加
盟
校

紹
介
」「
教
職
員
の
方
」
の

ペ
ー
ジ
）。

▽
東
北
学
院
大
学

▼
工
学
部
機
械
知
能
工
学
科

職�

種
＝
自
動
車
工
学
お
よ
び

熱
・
流
体
力
学
関
連
分
野

教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
６
月
25
日

問
合
せ
＝
☎022-368-7357

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
文
学
部
総
合
文
化
学
科

職�

種
＝
①
経
済
学
②
社
会
学

（
地
域
社
会
学
、
都
市
社

会
学
）　

教
授
、
准
教
授

又
は
専
任
講
師
各
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
5
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8549

▼
文
学
部
英
文
学
科

職�

種
＝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
、
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
、
地
域
研
究
（
日

本
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
）

分
野　

教
授
、
准
教
授
又

は
専
任
講
師
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
６
月
８
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8548

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
人
間
生
活
学
部
管
理
栄
養

学
科

職�

種
＝
調
理
学
分
野　

准
教

授
又
は
専
任
講
師
１
名

採�

用
予
定
日
＝
９
月
21
日

応
募
締
切
＝
４
月
12
日

▼
人
文
学
部
国
際
英
語
学
科

職�

種
＝
英
語
科
教
育
法　

准

教
授
又
は
専
任
講
師
１
名

採�

用
予
定
日
＝
９
月
17
日

応
募
締
切
＝
４
月
30
日

▼
人
間
生
活
学
部
児
童
教
育

学
科

職�

種
＝
①
国
語
科
教
育
②
理

科
教
育　

准
教
授
又
は
専

任
講
師
各
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎082-228-0386

▽
西
南
学
院

職�

種
＝
専
任
職
員
（
新
卒
）

若
干
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
４
月
19
日

問
合
せ
＝
☎092-823-3217

▽
西
南
女
学
院

職�

種
＝
専
任
事
務
職
員
２
名

採�

用
予
定
日
＝
10
月
１
日
、

22
年
１
月
１
日
又
は
４
月

１
日

応
募
締
切
＝
６
月
14
日

問
合
せ
＝
☎093-583-5090

21
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
振
興
助
成
に
つ
い
て

新任教職員のみなさんへ

キリスト教学校教育同盟とは？

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

忽
那
氏
の
講
演
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共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
短

期
大
学
部
誕
生
の
経
緯

　

２
０
２
１
年
４
月
、
共
愛

学
園
前
橋
国
際
大
学
短
期
大

学
部
（
以
下
、
共
愛
短
大
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
学
と
同
じ
前

橋
市
所
在
の
明
和
学
園
短
期

大
学
が
、
設
置
者
変
更
に
よ

り
、
学
校
法
人
平
方
学
園
か

ら
学
校
法
人
共
愛
学
園
へ
と

移
管
さ
れ
、
名
称
を
変
更
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

明
和
学
園
短
期
大
学
と
共

愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は

「
め
ぶ
く
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
前
橋
」
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
地
域
連
携
を
強
固
に
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

背
景
と
し
て
平
方
学
園
と
共

愛
学
園
は
、
２
０
２
０
年
２

月
に
「
地
域
教
育
力
向
上
に

資
す
る
学
園
間
包
括
連
携
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
、
同

年
３
月
に
「
設
置
者
変
更
に

関
す
る
基
本
契
約
書
」
に
調

印
、
文
部
科
学
省
に
設
置
者

変
更
認
可
申
請
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
平
方
学
園
は
引
き

続
き
高
等
学
校
、
幼
稚
園
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行

い
、
両
法
人
は
協
力
し
て
地

域
の
教
育
力
向
上
に
努
め
ま

す
。

短
期
大
学
部
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

教
育

（
１
）
共
に
愛
し
、
共
に
生

き
る

　

共
愛
学
園
は
１
８
８
８
年

の
開
学
以
来
、
一
貫
し
て

「
共
愛
＝
共
生
の
精
神
」
に

基
づ
い
た
教
育
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
共
愛
短
大
も
ま

た
、
共
愛
学
園
が
長
い
間
守

り
続
け
て
き
た
こ
の
想
い
を

大
切
な
理
念
と
し
て
い
ま

す
。

（
２
）
地
域
専
門
人
材
の
育

成
　

共
愛
短
大
は
生
活
学
科
に

子
ど
も
学
専
攻
（
幼
稚
園
教

諭
と
保
育
士
の
免
許
取
得
）

と
栄
養
専
攻
（
栄
養
士
と
栄

養
教
諭
の
免
許
取
得
）
を
有

し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち

は
、
職
業
に
繋
が
る
実
践
的

な
学
び
と
同
時
に
、
改
革
総

合
支
援
事
業
採
択
の
実
績
も

有
す
る
先
進
的
な
学
び
を
通

し
て
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の

力
―
共
愛
短
大
10
の
力
―
を

身
に
つ
け
ま
す
。「
実
践
」

と
「
先
進
」
が
掛
け
合
わ
さ

れ
、
学
生
た
ち
は
地
域
専
門

人
材
に
成
長
す
る
の
で
す
。

（
３
）「
地
域
の
幸
せ
は
私

が
さ
さ
え
る
」

　

大
学
の
「
地
域
の
未
来
は

私
が
つ
く
る
」
に
呼
応
し
、

短
大
で
は
「
地
域
の
幸
せ
は

私
が
さ
さ
え
る
」
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
置
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
成
長
を
支

え
た
い
、
人
々
を
食
で
笑
顔

に
し
た
い
、
つ
ま
り
み
ん
な

の
「
幸
せ
」
を
支
え
た
い
と

思
う
優
し
い
心
を
持
つ
学
生

た
ち
は
「
共
愛
＝
共
生
の
精

神
」と
響
き
合
う
人
材
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義

　

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
法
人

と
一
般
の
法
人
と
の
学
校
移

管
は
珍
し
い
取
り
組
み
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地

域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
想

い
は
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
員
再
採
用
さ
れ
る

短
大
の
教
職
員
は
共
愛
＝
共

生
の
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
主

義
を
快
く
受
け
入
れ
て
く

れ
、
在
学
生
と
の
懇
談
も
重

ね
ま
し
た
。
既
に
、
移
管
前

に
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
も
行

い
、
初
の
入
学
式
は
合
同
の

礼
拝
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
概
論
の
授
業
も

始
ま
り
ま
す
。
ど
う
か
、
皆

さ
ま
、
同
盟
の
新
た
な
仲
間

と
し
て
共
愛
短
大
を
受
け
入

れ
、
励
ま
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

�

大
森
昭
生

〈
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

・
短
期
大
学
部
学
長
〉

　

イ
ー
ス
タ
ー
を
迎
え
、
新

た
な
希
望
と
共
に
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
事
務
局
は

引
き
続
き
事
務
局
長
と
職
員

の
計
３
名
の
体
制
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

事
務
局
の
あ
る
早
稲
田
奉

仕
園
は
同
盟
と
同
様
に
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
命
の
ビ

ザ
」
の
杉
原
千
畝
は
早
稲
田

大
学
に
学
ん
だ
若
き
日
に
、

早
稲
田
教
会
の
前
身
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
集
会
「
奉
仕
園

信
交
協
会
」
に
入
会
し
て
い

ま
し
た
。
ベ
ニ
ン
ホ
フ
宣
教

師
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
学

生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
多
く
の

若
者
が
聖
書
、
信
仰
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
度
初
め
の
今
号
で
は
、

新
任
教
職
員
の
皆
様
に
向
け

て
同
盟
設
立
の
経
緯
と
現
況

を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
１
・

３
面
）。
１
１
１
年
前
の
設

立
の
背
景
に
は
、
各
校
の
宣

教
師
や
創
立
者
が
様
々
な
弾

圧
や
偏
見
と
闘
い
な
が
ら
教

育
活
動
を
行
っ
た
苦
難
の
歴

史
が
あ
り
、
加
盟
校
が
キ
リ

ス
ト
教
学
校
と
し
て
使
命
を

果
た
す
為
に
「
必
要
の
場
合

に
は
共
同
の
行
動
を
執
る
」

決
意
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
覚
え
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
同
盟
の
活
動
が
、

今
年
は
昨
年
の
分
ま
で
、
同

労
者
の
貴
重
な
出
会
い
と
交

流
、
研
修
の
場
に
な
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
学
校

教
育
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
も

新
た
な
課
題
を
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
歴
史
的
な
転
換
の

と
き
、
変
化
に
適
応
し
つ

つ
、
癒
し
と
平
安
を
待
ち
望

み
、
確
信
を
持
っ
て
進
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
長

※
公
募
欄
は
３
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

読後｢書き込みひろば｣を開設

　読者の皆さんが感じたことを自由
に書き込んでいただける寄せ書きの
場です。より良い本紙作りの参考に
もさせていただきます。下記ＵＲＬ
またはＱＲコードにアクセスしてく
ださい（書き込み可能は
4月30日まで）。

http://bit.do/fPCga

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

短
期
大
学
部
が
誕
生

上 野 峻 一

（明治学院高等学校）聖書科教諭―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａ

キリスト教って何ですか？

A：神の子イエスを救い主（キリスト）と信じる

「生き方」です。

　ある時、入学してくる生徒に聞きました。「何

でもいいので、キリスト教について知っているこ

とを教えてください。」「（しばし沈黙）ザ、ザビ

エル…？クリスマス。あっ！あと、ヘボンです。」

最後の人名は、それぞれの学校の創設者の名前に

置き換えてくだされば結構です。もちろん、入学

者それぞれの生活環境があります。幼い頃から教

会に通っていたり、親族にキリスト者（クリスチ

ャン）がいたりします。けれども、４月から入学

してきたほとんどの人が、今まで聖書を手に取っ

たこともなければ、質問されて「イエスさま」と

いう名前すら思い浮かばないのが現実です。

　教会の牧師をしていた時、キリスト教に関心の

ある方（しかし、一度も礼拝に出たことはない

人）のために、聖書の話をする会を担当していま

した。そこでは時折、唐突に「キリスト教って何

ですか？」と聞かれることがありました。今回の

問いと答えは、そこで得られた最もシンプルなも

のの一つです。キリスト教は、決して机上の空論

でも、日曜日にだけ教会の礼拝に行くことでもな

く、その人の「人生そのもの」と言えます。

　イエス・キリストは「わたしは道であり、真理

であり、命である。わたしを通らなければ、だれ

も父のところに行くことができない」（ヨハネに

よる福音書第1４章6節）と言われます。キリス

トは「道」そのものなのです。明治期キリスト教

が日本で周知され始めた頃、キリスト「教」では

なく、神道や武道のように、キリスト「道」とす

べきであったという話を聞いたことがあります。

日本文化における道と人生との繋がりゆえです。

　すべてのキリスト教学校の寄附行為や聖書科の

シラバスを確認したわけではありません。けれど

も恐らく「生き方」あるいは、「人格教育」に関

わらないものはないでしょう。それは、長い人生

のうちのほんの一時であっても、キリスト教学校

の日常生活の中で、キリストの道を歩むことによ

って養われるものが、確かにあるからです。

　体験しなければ、学べないことがあります。も

ちろん、その経験から何を得られるのかは、それ

ぞれ違いもあるでしょう。しかし、主の御言葉を

聴き、学び（まねび）、「生きる」ことでしか伝わ

らないものがあります。キリスト教学校の使命の

ためにも、キリスト教学校でのキリストの道が、

そこで仕える者たちの人生が、あの創設者たちの

ように、主イエスに従う真剣な「生き方」そのも

のでありたいのです。

外
観
（
群
馬
県
前
橋
市
昭
和
町
３
―
７
―
27
）

学
生
の
学
び
　

移
管
前
に
行
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
行
事

（
写
真
は
点
灯
式
）


